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い」という私自身 欲求がある。図書館の蔵書構築という公共性を帯びた営みに、研究者としての「私 は ったいどう関わればいいのだろう？
　
そんな迷いを抱き続けてきた私にヒント































































































に、そのトピックが本来持っていたはずの広がりを見失ってしまうこと ある。研究者に って、研究対象テーマを通じて図書館の蔵書構築にコミットすることは、自分の研究対象が持つ広がりの可能性を再考するきっかけにな ようにも思う。自らの研究の根っこ 支える「私」の問題意識を、図書館の蔵書構築プロセス もつ「
公
」
と
接
続
で
き
た
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き
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研
究
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か
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図書館の「公」と研究者の「私」の接続を
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